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初等少年院在院者の中学校生活に関する意識調査  
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Ⅰ はじめに   

今日の中学校教育を取り巻く環境は厳しく，いじめ，自殺，学力低下，家庭間題，規範  

意識の低下等の広範囲かつ根深い問題が指摘されているところである。   

折しも，政府においては，平成18年10月10日，各界から多数の有識者を招集して「教育  

再生会議」を設置し，「学校再生」，「規範意識・家族・地域教育再生」，「教育再生」の3  

分野にわたって検討が重ねられてきたところである。平成19年6月には第2次報告がなさ  

れ，今後，最終報告に向けての真しな議論・検討が進ちょくするものと期待されるところ  

であり，既に策定されている「青少年育成施策大綱（平成15年12月9日策定）」の実施と  

相まって，21世紀の日本を託すべき青少年の教育問題に対する国民的関心は益々高まって  

きているといえよう。   

当研究所では別途研究において，中学校の教育現場における一般中学生の意識調査の直  

近のデータを入手しており，一般中学生の意識と問題点，それに係る提言や対策は，矯正  

教育の分野にも共通するものがあると思料されるところから，本研究に着手したものであ  

る。   

本研究では前記調査対象とした同年齢層の初等少年院在院少年に対して同様の意識調査  

を行った。これまでも少年院在院生に対する意識調査は多数なされているものの，在院少  

年の社会で生活していた当時における中学校生活への適応状況等を把握して，一般中学生  

との差異を比較する研究は少ない。本研究は実証データに基づいて考察できるほか，いず  

れは社会の構成員として巣立っていく在院少年の矯正処遇の実施に必要な情報を取得する  

ことを目的としている。   

各少年院において，本調査結果が指導内容の更なる充実を図るための基礎資料として活  

用されることを期待したい。   
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‡ 目的  

都内都市部に在学中の中学生及び初等少年院の教科教育課程El注1）対象者の，中学校生  

活に関する意識調査を実施し，少年院の実務資料として提供することを目的とする。   

Ⅲ 方法等   

1 調査期間   

平成19年3月から同年4月20日まで  

2 調査対象者   

教科教育課程（El）を有している少年院19庁に，平成19年3月31日現在収容されている  

少年で，入院時の処遇課程がElであった者（以下，「El対象者」という。）283名（男子  

237名，女子46名）。なお，少年院収容中に15歳を超えた少年についても上記条件に該当し  

ている場合，調査対象者とした。   

また，本調査でEl対象者と比較した中学生は，都内都市部の中学生（以下，「一般中学  

生」という。）249名（男子143名，女子106名）である。   

なお，有効回答であっても，設問によっては無回答・末記入の項目がある場合は欠損億  

として，それぞれの設問項目の分析対象から除外した。そのため，設問項目の回答総数が  

有効回答総数と一致しない場合がある。  

3 調査方法   

調査対象者それぞれが自ら記載する択一回答方式の調査票を用いた。調査対象者の調査  

への協力は任意とし，無記名方式での回答を求めた。調査実施方法は集団，個別いずれで  

もよいこととし，調査対象施設の判断に委ねた。   

統計処理する際の統計ソフトは，SPSS for windows ver．15を用いた。   

Ⅳ 調査内容  

調査項目は以下のとおりである（調査票の内容は巻末資料のとおり。）。  

1 属性   

調査では，El対象者の属性として，①性別，②当該少年院に入院した際の年齢，③入  

院時の学年（中学），④調査日時点の処遇級について尋ねている。   
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2 中学生時の意識   

El対象者については，中学校に在学していた際の様々な領域に対する自己の意識につ  

いて回顧的に尋ねている。調査領域は大別して①学習関係（6項目），②学校生清閑係  

（7項目），③家庭生活関係（9項目），④規範意識（3項目），⑤相談したかったこと，に  

分類される。調査項目は，原則的に対象群である一般中学生の調査で使用したものと同一  

のものを使用している。ただし，El対象者については中学校在学時の様々な意識について  

回顧的に尋ねている関係上，質問文が若干変更されているほか，一部質問項目を調整して  

いる。そのため，両群の調査結果を比較する際，選択肢が他方のそれより多い質問につい  

ては，余剰した選択肢を除外する等，選択肢数及び内容を同一にする措置を講じ，再集計  

した。  

3 携帯電話・インターネットの使用状況   

El対象者のみを対象とした質問項目であり，①携帯電話の所持状況，②携帯電話を使  

用して変化したこと，③携帯電話の使用頻度，④インターネットの利用状況，⑤インター  

ネットの使用頻度，⑥インターネットの使用日的について尋ねている。   

Ⅴ 結果  

調査結果については，原則的にはEl対象者の回答傾向について述べているが，①El対  

象者の男子と一般中学生の男子，②El対象者の女子と一般中学生の女子と分類した上，そ  

の回答結果について主にズ2検定を実施している。ただし，実施した結果，同検定が適用し  

ない場合は，回答項目を統合して各度数を合算した後，再度実施している場合がある。ま  

た，El対象者だけに調査した質問項目については，男女別に集計結果を示した後，上記検  

定を実施している。   
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1 属性  

（1）年齢（表1）・入院時の学年（表2）  

El対象者の平均年齢は，14．4歳（男子14．4歳，女子14．5歳）である。ちなみに調査   

日時点で，少年院には14歳未満の少年を収容することができなかったことから注2），   

中学1年生で入院した者はいない。  

表2 入院時の学年  表1年齢  

男子   女子   合計   

中学2年  64   8   72  

（27．0）  （17．4）  （25．4）  

中学3年  173   38   211  

（73．0）  （82．6）  （74．6）   

計   237   46   283  

（100．0）  （100．0）  （100．0）   

男子   女子   合計   

13歳  0   0   0  

（0．0）   （0．0）   （0．0）  

14歳  142   21   163  

（59．9）  （45．7）  （57．6）  

15歳  94   25   119  

（39．7）  （54．3）  （42．0）  

16歳  0   

（0．4）   （0．0）   （0．4）   

計   237   46   283  

（100．0）  （100．0）  （100．0）   

平均年齢   14．4   14．5   14．4   

注（）内は，構成比である。  

注（）内は，構成比である。  

（2）調査日時点の処遇級（表3）  

中間期教育過程となる2級上・1級下の者の割合が，男女共に高く，全体の約7剖  

（67．8％）を占める。  

表3 処遇級  

男子   女子   合計   

2級下  41   4   45  

（17．3）   （8．7）  （15．9）  

2級上  94   24   118  

（39．7）  （52．2）  （41．7）  

1級下  61   13   74  

（25．7）  （28．3）  （26．1）  

1級上  41   5   46  

（17．3）  （10．9）  （16．3）   

計   237   46   283  

（100．0）  （100．0）  （100．0）   

注（）内は，構成比である。   
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2 中学生時の意識  

（1）学習関係   

ア 授業の予習・復習をしていましたか（間2）（図1・表4）  

El対象者においては，男女共に8割強の者が「していなかった」と回答してい  

る（男子：83．1％，女子：80．4％）。男女別に各項目の回答を「していた」（「してい  

た」及び「少ししていた」の合計）と「していなかった」（「あまりしていなかった」  

及び「していなかった」の合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の回  

答についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意であった（資料1－1）。   

中学生  32．2 ロ していた  

ロ少ししていた  

田あまりしていなかった  

園 していなかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図1授業の予習・復習をしていましたか（間2）  

表4 授業の予習・復習をしていましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

していた  8   2   10   5   0   5  

（5．6）   （0．8）   （2．6）   （4．7）   （0．0）   （3．3）  

少ししていた  46   13   59   39   4   43  

（32．2）   （5．5）  （15．5）  （36．8）   （8．7）  （28．3）  

あまりしていなかった  57   25   82   39   5   44  

（39．9）  （10．5）  （21．6）  （36．8）  （10．9）  （28．9）  

していなかった  32   197   229   23   37   60  

（22．4）  （83．1）  （60．3）  （21．7）  （80．4）  （39．5）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「していますか」といった現在形で示されている 。   
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イ 勉強が分からなくて困ることがよくありましたか（間3）（図2・表5）   

El対象者においては，男女共に「よくあった」と回答する割合が高い（男子：5   

5．3％，女子：65．2％）。男女別に各項目の回答を「あった」（「よくあった」及び  

「時々あった」の合計）と「なかった」（「あまりなかった」及び「なかった」の合   

計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施した   

ところ，男子は有意でなく，女子は有意であった（資料1－2）。   
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□よくあった  

日時々あった  

田あまりなかった  

凶なかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図2 勉強が分からなくて困ることがよくありましたか（問3）  

表5 勉強が分からなくて困ることがよくありましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

よくあった  43   131   174   35   30   65  

（30．1）  （55．3）  （45．8）  （33．0）  （65．2）  （42．8）  

時々あった  54   29   83   54   2   56  

（37．8）  （12．2）  （21．8）  （50．9）   （4．3）  （36．8）  

あまりなかった  36   17   53   13   4   17  

（25．2）   （7．2）  （13．9）  （12．3）   （8．7）  （11．2）  

なかった  10   60   70   4   10   14  

（7．0）  （25．3）  （18．4）   （3．8）  （21．7）   （9．2）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「ありますか」といった現在形で示されている 。   
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ウ 家に帰ってから，勉強は平均何時間ぐらいしていましたか（間5）（図3・表6）   

El対象者においては，男女共にほとんどの者が「しなかった」と答えた（男子：   

86．9％，女子：78．3％）。男女別にEl対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を   

実施したところ，男女共に有意であり（ズ2（4）＝157．87，pく01（男子），45．04，   

p＜．01（女子）），残差分析注3）をしたところ，男女共にEl対象者は一般中学生に   

比べ「しなかった」と多く回答している。  

ロ3時間以上   

田3時間未満   

田2時間未満   

団1時間未満   

圏しなかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図3 家に帰ってから，勉強は平均何時間ぐらいしていましたか（間5）  

表6 家に帰ってから，勉強は平均何時間ぐらいしていましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

3時間以上  4   5   3   0   3  

（2．8）   （0．4）   （1．3）   （2．8）   （0．0）   （2．0）  

3時間未満  12   7   0   7  

（7．7）   （0．4）   （3．2）   （6．6）   （0．0）   （4．6）  

2時間未満  41   9   50   25   26  

（28．7）   （3．8）  （13．2）  （23．6）   （2．2）  （17．1）  

1時間未満  54   20   74   48   9   57  

（37．8）   （8．4）  （19．5）  （45．3）  （19．6）  （37．5）  

しなかった  33   206   239   23   36   59  

（23．1）  （86．9）  （62．9）  （21．7）  （78．3）  （38．8）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「していますか」といった現在形で示されている。   
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工 勉強がわから‘ないとき，主に何に頼っていましたか（間7）（図4・表7）   

El対象者においては，男女共に「そのままにしておいた」と回答した者が7割   

を超えた（男子：70．8％，女子：71．7％）。男女別にEl対象者と一般中学生の回答   

についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意であり（ズ2（5）＝150．65，p＜．01  

（男子），72．29，pく01（女子）），残差分析をしたところ，男女共にEl対象者は  

「そのままにしておいた」と多く回答し，一般中学生はEl対象者に比べ「家族」  

「塾」を多く回答している。  
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Bそのままにしておいた  

0％  25％  50％  75％  100％  

図4 勉強がわからない とき，主に何に頼っていましたか（間7）  

表7 勉強がわからないとき，主に何に頼っていましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

先生  16   12   28   16   3   19  

（11．2）   （5．1）   （7．4）  （15．1）   （6．5）  （12．5）  

友だち  35   32   67   23   8   31  

（24．5）  （13．6）  （17．7）  （21．7）  （17．4）  （20．4）  

家族  30   6   36   32   33  

（21．0）   （2．5）   （9．5）  （30．2）   （2．2）  （21．7）  

塾  37   10   47   20   21  

（25．9）   （4．2）  （12．4）  （18．9）   （2．2）  （13．8）  

参考書  12   9   21   7   0   7  

（8．4）   （3．8）   （5．5）   （6．6）   （0．0）   （4．6）  

そのままにしておいた  13   167   180   8   33   41  

（9．1）  （70．8）  （47．5）   （7．5）  （71．7）  （27．0）   

合  計   143   236   379   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「教えてもらいますか」といった現在形で示されている。   
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オ あなたは学校から帰宅した後，学習塾に通っていましたか（間23）（図5・表8）   

本間はEl対象者のみに質問された。男女共に「通わなかった」と回答したもの   

が8割を超えた（男子：84．8％，女子：82．6％）。各項目の回答を「追っていた」  

（「通っていた」及び「ときどき通っていた」の合計）と「通わなかった」（「あまり   

通わなかった」及び「通わなかった」の合計）の2項目に統合し，男女の回答につ   

いてズ2検定を実施したところ，有意ではなかった（資料1－3）。  

口通っていた  

ロときどき通っていた  

田あまり通わなかった  

図通わなかった  
女
子
 
 

0％  25％  50％  75％  100％  

図5 あなたは学校から帰宅した後，学習塾に通っていましたか（間23）  

表8 あなたは学校から帰宅した後，学習塾に通っていましたか  

男子   女子   合計   

通っていた  14   0   14  

（5．9）   （0．0）   （4．9）  

ときどき通っていた  10   6   16  

（4．2）   （13．0）   （5．7）  

あまり通わなかった  12   2   14  

（5．1）   （4．3）   （4．9）  

通わなかった  201   38   239  

（84．8）   （82．6）   （84．5）   

合  計   237   46   283  

（100．0）   （100．0）   （100．0）   

注（）内は，構成比である。   



中央研究所紀要 第17号  138  

（2）学校生清閑係 ●   

ア クラブ活動は楽しかったですか（間1）（図6・表9）  

「とても楽しかった」又は「大体楽しかった」と回答した割合は，一般中学生，  

El対象者共に高く，全体の6割以上を占めている。男女別に各項目の回答を「楽し  

かった」（「とても楽しかった」及び「大体楽しかった」の合計）と「楽しくなかった」   

（「あまり楽しくなかった」及び「楽しくなかった」の合計）の2項目に統合し，El  

対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意では  

なかった（有意水準5％未満を有意とする。以下同じ。）（資料1－4）。  

また，El対象者で，クラブ活動に「入っていなかった」と回答した者は，男子   

237名中68名（28．7％），女子46名中19名（41．3％）いた。   

□とても楽しかった  

ロ大体楽しかった  

田あまり楽しくなかった  

田楽しくなかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図6 クラブ活動は楽しかったですか（間り  

表9 クラブ活動は楽しかったですか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

とても楽しかった  45   64   109   44   7   51  

（31．5）  （37．9）  （34．9）  （41．5）  （25．9）  （38．3）  

大体楽しかった  62   48   110   29   13   42  

（43．4）  （28．4）  （35．3）  （27．4）  （48．1）  （31．6）  

あまり楽しくなかった  16   30   46   15   16  

（11．2）  （17．8）  （14．7）  （14．2）   （3．7）  （12．0）  

楽しくなかった  20   27   47   18   6   24  

（14．0）  （16．0）  （15．1）  （17．0）  （22．2）  （は0）   

合  計   143   169   312   106   27   133  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「楽しいですか」といった現在形で示されている。  
注3 El対象者で，クラブ活動に「入っていなかった」と回答した者を除く。   
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イ クラスの係や生徒会などの委員になって活動してみたいと思いましたか（間4）   

（図7・表10）   

El対象者においては，男女共に「思わなかった」と回答した者が半数を超えた  

（男子：62．0％，女子：50．0％）。男女別に各項目の回答を「思った」（「そう思った」   

及び「少し思った」の合計）と「思わなかった」（「あまり思わなかった」及び「思   

わなかった」の合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の回答について   

ズ2検定を実施したところ，男女共に有意であった（資料1－5）。   

1   1   】  

中学生  2駄ヰ  闇怖1 
男   
子  

13，1  1き，9    〉 僻    職 h  El対象者            涙 ハ62．0    蔓鶏ぷ〈  

口そう思った  

臼少し思った  

田あまり思わなかった  

団思わなかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図7クラスの係や生徒会などの委員になって活動してみたいと思いましたか（間4）  

表10 クラスの係や生徒会などの委員になって活動してみたいと思いましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

そう思った  31   31   62   34   10   44  

（21．7）  （13．1）  （16．3）  （32．1）  （21．7）  （28．9）  

少し思った  42   33   75   36   8   44  

（29．4）  （13．9）  （19．7）  （34．0）  （17．4）  （28．9）  

あまり思わなかった  43   26   69   24   5   29  

（30．1）  （11．0）  （18．2）  （22．6）  （10．9）  （19．1）  

思わなかった  27   147   174   12   23   35  

（18．9）  （62．0）  （45．8）  （11．3）  （50．0）  （23．0）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「思いますか」といった現在形で示されている。   
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り 学校に行くのがいやになることがありましたか（間6）（図8・表11）   

El対象者においては，「よくあった」又は「少しあった」と回答した者が，男子   

が57．0％であるのに対し，女子は86．9％と高い割合を占めた。男女別に各項目の回   

答を「あった」（「よくあった」及び「少しあった」の合計）と「なかった」（「あま   

りなかった」及び「なかった」の合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学   

生の回答についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意であった（資料1－6）。   
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図8 学校に行くのがいやになることがありましたか（問6）  

表11学校に行くのがいやになることがありましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

よくあった  21   96   117   29   29   58  

（14．7）  （40．5）  （30．8）  （27．4）  （63．0）  （38．2）  

少しあった  36   39   75   36   47  

（25．2）  （16．5）  （19．7）  （34．0）  （23．9）  （30．9）  

あまりなかった  46   39   85   23   2   25  

（32．2）  （16．5）  （22．4）  （21．7）   （4．3）  （16．4）  

なかった  40   63   103   18   4   22  

（28．0）  （26．6）  （27．1）  （17．0）   （8．7）  （14．5）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「ありますか」といった現在形で示されている。   
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エ 学校で節度のある生活ができていましたか（間8）（図9・表12）   

El対象者においては，男女共に「できていなかった」と回答した者が8割を超   

えていた（男子：82．7％，女子：80．0％）。男女別に各項目の回答を「できていた」  

（「できていた」及び「大体できていた」の合計）と「できていなかった」（「あまり   

できていなかった」及び「できてなかった」の合計）の2項目に統合し，El対象   

者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意であった  

（資料1－7）。   

口できていた   

□大体できていた   

臼あまりできていな   
かった  

団できていなかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図9 学校で節度のある生活ができていましたか（問8）  

表12 学校で節度のある生活ができていましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

できていた  26   3   29   0   

（18．2）   （1．3）  、（7．6）  （10．4）   （0．0）   （7．3）  

大体できていた  81   14   95   78   79  

（56．6）   （5．9）  （25．0）  （73．6）   （2．2）  （52．3）  

あまりできていなかった  28   24   52   13   8   21  

（19．6）  （10．1）  （13．7）  （12．3）  （17．8）  （13．9）  

できていなかった  8   196   204   4   36   40  

（5．6）  （82．7）  （53．7）   （3．8）  （80．0）  （26．5）   

合  計   143   237   380   106   45   151  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「できていますか」といった現在形で示されている。   
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オ 友だちとの伸は良かったと思いますか（間9）、（図10・表13）   

El対象者においては，「とても仲が良かった」又は「大体伸が良かった」と回答   

する者が8割を超えていた（男子：計85．2％，女子：計87．0％）。一般中学生におい   

ても，「とても」又は「大体」仲が良いと答える割合は非常に高い（男子：計95．8   

％，女子：計89．7％）。男女別に各項目の回答を「仲がよかった」（「とても仰がよ   

かった」及び「大体仲がよかった」の合計）と「よくなかった」（「あまり良くなかっ   

た」及び「よくなかった」の合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の   

回答についてズ2検定を実施したところ，男子は有意であり，女子は有意ではなかっ   

た（資料1－8）。   
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図10 友だちとの仲は良かったと思いますか（間9）  

表13 友だちとの伸ば良かったと思いますか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

とても仲がよかった  46   114   160   36   23   59  

（32．2）  （48．1）  （42．1）  （34．0）  （50．0）  （38．8）  

大体仲がよかった  91   88   179   59   17   76  

（63．6）  （37．1）  （47．1）  （55．7）  （37．0）  （50．0）  

あまり良くなかった  5   20   25   8   2   10  

（3．5）   （8．4）   （6．6）   （7．5）   （4．3）   （6．6）  

よくなかった  15   16   3   4   7  

（0．7）   （6．3）   （4．2）   （2．8）   （8．7）   （4．6）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「よいと思いますか」といった現在形で示されている。   
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カ あなたは「困った」とき，主に誰に相談していましたか（間10）（図11・表14）   

El対象者においては，男女共に「友だち」が最も大きい割合を占め（男子：51．3   

％，女子：56．5％），次に「相談しない」が多かった（男子：34．7％，女子：21．7％）。   

この傾向は，一般中学生にも見られた。男女別にEl対象者と一般中学生の回答に  

ついてズ2検定を行ったところ，男女共に有意であった（ズ2（4）＝13．15，p＜．05  

（男子），12．98，p＜．05（女子））。残差分析をしたところ，一般中学生はEl対象者   

に比べ男女共に「親・家族」に多く回答していた。  

口先生   

山友だち   

臼親・家族   

園相談しない   

匿その他  

0％  25％  50％  75％  100％  

図11あなたは「困った」とき，主に誰に相談していましたか（間10）  

表14 あなたは「困った」とき，主に誰に相談していましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

先生  2   3   4   5  

（0．7）   （0．8）   （0．8）   （1．0）   （8．7）   （3．4）  

友だち  60   121   181   60   26   86  

（44．1）  （51．3）  （48．7）  （60．6）  （56．5）  （59．3）  

親・家族  26   16   42   20   3   23  

（19．1）   （6．8）  （11．3）  （20．2）   （6．5）  （15．9）  

相談しない  42   82   124   17   10   27  

（30．9）  （34．7）  （33．3）  （17．2）  （21．7）  （18．6）  

その他   7   15   22   3   4  

（5．1）   （6．4）   （5．9）   （1．0）   （6．5）   （2．8）   

合  計   136   236   372   99   46   145  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「相談していますか」といった現在形で示されている。   
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キ 授業以外で先生と「もっと会話がしたいな」と思いましたか（間11）（図12・表15）   

El対象者においては，男女共に「思わなかった」が最も大きい割合を占めた  

（男子：48．1％，女子：47．8％）。男女別に各項目の回答を「思った」（「そう思った」   

及び「少し思った」の合計）と「思わなかった」（「あまり思わなかった」及び「思   

わなかった」の合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の回答について   

ズ2検定を実施したところ，男子は有意で，女子は有意ではなかった（資料1－9）。   
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図12 授業以外で先生と「もっと会話がしたいな」と思いましたか（間‖）  

表15 授業以外で先生と「もっと会話がしたいな」と思いましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

そう思った  6   45   51   6   17  

（4．2）  （19．0）  （13．4）   （5．7）  （23．9）  （11．2）  

少し思った  21   37   58   22   7   29  

（14．7）  （15．6）  （15．3）  （20．8）  （15．2）  （19．1）  

あまり思わなかった  67   41   108   41   6   47  

（46．9）  （17．3）  （28．4）  （38．7）  （13．0）  （30．9）  

思わなかった  49   114   163   37   22   59  

（34．3）  （48．1）  （42．9）  （34．9）  （47．8）  （38．8）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「思いますか」といった現在形で示されている。   
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ク 中学に通っていたころ，イライラすることが多かったですか（間13）（図13・表16）   

El対象者においては，男女共に「よくあった」が最も大きい割合を占めた（男   

子：56．4％，女子：71．7％）。男女別に各項目の回答を「あった」（「よくあった」及   

び「少しあった」の合計）と「なかった」（「あまりなかった」及び「なかった」の   

合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施し   

たところ，男女共に有意ではなかった（資料1－10）。   

子El対象者  

口よくあった  

口少しあった  

田あまりなかった  

隠なかった  
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図13 中学に通っていたころ，イライラすることが多かったですか（間13）  

表16 中学に通っていたころ，イライラすることが多かったですか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

よくあった  46   133   179   42   33   75  

（32．2）  （56．4）  （47．2）  （39．6）  （71．7）  （49．3）  

少しあった  57   51   108   40   7   47  

（39．9）  （21．6）  （28．5）  （37．7）  （15．2）  （30．9）  

あまりなかった  32   36   68   19   4   23  

（22．4）  （15．3）  （17．9）  （17．9）   （8．7）  （15．1）  

なかった  8   16   24   5   2   7  

（5．6）   （6．8）   （6．3）   （4．7）   （4．3）   （4．6）   

合  計   143   236   379   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「多いですか」といった現在形で示されている。   
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（3）家庭生活関係●   

ア あなたの睡眠時間は中学に通っていたころ，平均どれくらいでしたか（間14）   

（図14・表17）  

El対象者においては，男女共に「6時間未満」が最も多く（男子：43．2％，女子：   

58．7％），次いで「9時間以上」が多い（男子：26．3％，女子：17．4％）。男女別に   

El対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を行ったところ，男女共に有意であっ   

た（ズ2（4）＝84．35，p＜．01（男子），44．24，pく01（女子））。更に残差分析をした  

ところ，男女共に一般中学生はEl対象者に比べ「8時間未満」を，El対象者は一  

般中学生に比べ「6時間未満」を多く回答していた。   
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図14 あなたの睡眠時間は中学に通っていたころ，平均どれくらいでしたか（問14）  

表17 あなたの睡眠時間は中学に通っていたころ，平均どれくらいでしたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

9時間以上  62   73   2   8   10  

（7．7）  （26．3）  （19．3）   （1．9）  （17．4）   （6．6）  

9時間未満  25   17   42   13   2   15  

（17．5）   （7．2）  （11．1）  （12．3）   （4．3）   （9．9）  

8時間未満  44   20   64   34   3   37  

（30．8）   （8．5）  （16．9）  （32．1）   （6．5）  （24．3）  

7時間未満  43   35   78   37   6   43  

（30．1）  （14暮8）  （20．6）  （34．9）  （13．0）  （28．3）  

6時間未満   20   102   122   20   27   47  

（14．0）  （43．2）  （32．2）  （18．9）  （58．7）  （30．9）   

合  計   143   236   379   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「平均どれくらいですか」といった現在形で示されている。   
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イ 中学に通っていたころ，ねむい・だるいと感じていましたか（間15）（図15・表18）   

El対象者においては，男女共に「感じていた」が最も多い（男子：60．8％，女子：   

78．3％）。男女別に各項目の回答を「感じていた」（「感じていた」及び「少し感じ   

ていた」の合計）と「感じていなかった」（「あまり感じていなかった」及び「感じ   

ていなかった」の合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の回答につい   

てズ2検定を実施したところ，男女共に有意ではなかった（資料1－11）。   

ロ感じていた  

ロ少し感じていた  

臼あまり感じていな   
かった  

団感じていなかった  

0％  25％  50％  75％  川0％  

図15 中学に通っていたころ，ねむい・だるいと感じていましたか（間ほ）  

表18 中学に通っていたころ，ねむい・だるいと感じていましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

感じていた  57   144   201   49   36   85  

（39．9）  （60．8）  （52．9）  （46．2）  （78．3）  （55．9）  

少し感じていた  61   48   109   45   7   52  

（42．7）  （20．3）  （28．7）  （4乙5）  （15．2）  （34．2）  

あまり感じていなかった  19   27   46   10   2   12  

（13．3）  （11．4）  （12．1）   （9．4）   （4．3）   （7．9）  

感じていなかった  6   18   24   2   3  

（4．2）   （7．6）   （6．3）   （1．9）   （2．2）   （2．0）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「感じますか」といった現在形で示されている。   
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り あなたは1日3回の朝・昼・晩の食事をとっていましたか（間16）（図16・表19）   

El対象者においては「とらなかった」が男女共に最も多く，「あまりとらなかっ   

た」の者も含めると，特に女子が1日3回の食事をきちんととっていないと回答し   

ている（男子：計73．0％，女子：計89．2％）。男女別に各項目の回答を「とっていた」  

（「とっていた」及び「大体とっていた」の合計）と「とらなかった」（「あまりとらな   

かった」及び「とらなかった」の合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生   

の回答についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意であった（資料1－12）。   
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図16 あなたは1日3回の朝・昼・晩の食事をとっていましたか（間16）  

表19 あなたは1日3回の朝・昼。晩の食事をとっていましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

とっていた  99   29   128   73   2   75  

（69．2）  （12．2）  （33．7）  （68．9）   （4．3）  （49．3）  

大体とっていた  34   35   69   19   3   22  

（23．8）  （14．8）  （1鼠2）  （17．9）   （6．5）  （14．5）  

あまりとらなかった  8   73   81   8   17   25  

（5．6）  （30．8）  （21．3）   （7．5）  （37．0）  （16．4）  

とらなかった  2   100   102   6   24   30  

（1．4）  （42．2）  （26．8）   （5．7）  （52．2）  （19．7）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100，0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「とっていますか」といった現在形で示されている。   
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エ 家庭では規則正しい生活ができていたと思いますか（間18）（図17・表20）   

El対象者においては，男女共に「できていなかった」が最も多く，「あまりでき   

ていなかった」も含めると，約9割の者が規則正しい生活ができていないとした回   

答をしている（男子：計88．6％，女子：計89．1％）。男女別に各項目の回答を「でき   

ていた」（「でき▲ていた」及び「大体できていた」の合計）と「できていなかった」  

（「あまりできていなかった」及び「できていなかった」の合計）の2項目に統合し，   

El対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意で   

あった（資料1－13）。  
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図17 家庭では規則正しい生活ができていたと思いますか（間18）  

表20 家庭では規則正しい生活ができていたと思いますか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

できていた  27   7   34   12  

（18．9）   （3．0）   （8．9）  （10．4）   （2．2）   （7．9）  

大体できていた  64   20   84   52   4   56  

（44．8）   （8．4）  （22．1）  （49．1）   （8．7）  （36．8）  

あまりできていなかった  43   49   92   34   10   44  

（30．1）  （20．7）  （24．2）  （32．1）  （21．7）  （28．9）  

できていなかった  9   161   170   9   31   40  

（6．3）  （67．9）  （44．7）   （8．5）  （67．4）  （26．3）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「できていると思いますか」といった現在形で示されている。   
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オ あなたは家の人から生活上の注意をよく受けましたか（間19）（図18・表21）   

El対象者においては，男女共に「よく受けた」が最も多く（男子：54．7％，女子：   

52．2％），注意を受ける頻度が少なくなる選択肢になるにつれ，回答比率も低くなっ   

ている。これは，一般中学生においても同じ傾向が見られた。男女別に各項目の回   

答を「受けた」（「よく受けた」及び「少し受けた」の合計）と「受けなかった」  

（「あまり受けなかった」及び「受けなかった」の合計）の2項目に統合し，El対   

象者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意ではな   

かった（資料1－14）。   
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図柑 あなたは家の人から生活上の注意をよく受けましたか（間19）  

表21あなたは家の人から生活上の注意をよく受けましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

よく受けた  59   129   188   48   24   72  

（41．3）  （54．7）  （49．6）  （45．3）  （52．2）  （47．4）  

少し受けた  51   63   114   40   51  

（35．7）  （26．7）  （30．1）  （37．7）  （23．9）  （33．6）  

あまり受けなかった  27   26   53   13   6   19  

（18．9）  （11．0）  （14．0）  （12．3）  （13．0）  （12．5）  

受けなかった  6   18   24   5   5   10  

（4．2）   （7．6）   （6．3）   （4．7）  （10．9）   （6．6）   

合  計   143   236   379   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「受けますか」といった現在形で示されている。   
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カ あなたは家族の人と話し合いをよくした方ですか（間20）（図19・表22）   

El対象者においては，男子においては各選択肢が平均的に回答され，女子につ   

いては「あまり話をしなかった」が最も多く回答されている（37．0％）。男女別に   

各項目の回答を「話し合いをした」（「よく話をした」及び「少し話をした」の合計）   

と「話し合いをしなかった」（「あまり話をしなかった」及び「話をしなかった」の   

合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施し   

たところ，男女共に有意であった（資料1－15）。   
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図19 あなたは家族の人と話し合いをよくした方ですか（問20）  

表22 あなたは家族の人と話し合いをよくした方ですか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

よく話をした  44   64   108   46   9   55  

（30．8）  （27．0）  （28．4）  （43．4）  （19．6）  （36．2）  

少し話をした  59   61   120   31   10   41  

（41．3）  （25．7）  （31．6）  （29．2）  （21．7）  （27．0）  

あまり話をしなかった  30   61   91   23   17   40  

（21．0）  （25．7）  （23．9）  （21．7）  （37．0）  （26．3）  

話をしなかった  10   51   61   6   10   16  

（7．0）  （21．5）  （16．1）   （5．7）  （21．7）  （10．5）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「よくする方ですか」といった現在形で示されている。   



中央研究所紀要 第17号   

キ 家族同士で「おはよう・おやすみなさい」などのあいさつをしていましたか（間   

21）（図20・表23）   

El対象者においては，男女共に「しなかった」が多く（男子：42．2％，女子：39．  

1％），「あまりしなかった」を含めると，全体の半数を超える者が家族同士のあい   

さつを行っていない。男女別に各項目の回答を「あいさつをした」（「必ずしていた」   

及び「ときどきしていた」の合計）と「あいさつをしなかった」（「あまりしなかっ   

た」及び「しなかった」の合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の回   

答についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意であった（資料1－16）。   
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図20 家族同士で「おはよう・おやすみなさい」などのあいさつをしていましたか（間21）  

表23 家族同士で「おはよう・おやすみなさい」などのあいさつをしていましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

必ずしていた  59   44   103   57   68  

（41．3）  （18．6）  （27ユ）  （53．8）  （23．9）  （44．7）  

ときどきしていた  53   51   104   27   10   37  

（37．1）  （21．5）  （27．4）  （25．5）  （21．7）  （24．3）  

あまりしなかった  16   42   58   13   7   20  

（11．2）  （17．7）  （15．3）  （12．3）  （15．2）  （13．2）  

しなかった  15   100   115   9   18   27  

（10．5）  （42．2）  （30．3）   （8．5）  （39．1）  （17．8）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「しますか」といった現在形で示されている。   
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ク あなたは家事◆の手伝いをしていましたか（間22）（図21・表24）   

El対象者においては，男女いずれも「ときどきしていた」が最も多く（男子：   

34．6％，女子：34．8％），これについては，一般中学生の男女群においても同様であっ   

た。男女別に各項目の回答を「していた」（「していた」及び「ときどきしていた」   

の合計）と「しなかった」（「あまりしなかった」及び「しなかった」の合計）の2   

項目に統合し，El対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施したところ，   

男子は有意でなく，女子は有意であった（資料1－17）。   
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図21あなたは家事の手伝いをしていましたか（間22）  

表24 あなたは家事の手伝いをしていましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

していた  35   51   86   35   46  

（24．5）  （21．5）  （22．6）  （33．0）  （23．9）  （30．3）  

ときどきしていた  58   82   140   45   16   61  

（40．6）  （34．6）  （36．8）  （42．5）  （34．8）  （40．1）  

あまりしなかった  27   45   72   18   9   27  

（18．9）  （19．0）  （18．9）  （17．0）  （19．6）  （17．8）  

しなかった  23   59   82   8   10   18  

（16．1）  （24．9）  （21．6）   （7．5）  （21．7）  （11．8）   

合  計   143   237   380   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「していますか」といった現在形で示されている 。   
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ケ あなたは学校から帰宅した後，読書をしていましたか（間24）（図22・表25）   

本間はEl対象者のみに質問された。男女共に「しなかった」と回答したものが   

最も多い（男子：56．5％，女子：78．3％）。各項目の回答を「していた」（「していた」   

及び「ときどきしていた」の合計）と「しなかった」（「あまりしなかった」及び  

「しなかった」の合計）の2項目に統合し，男女の回答についてズ2検定を実施した   

ところ，有意ではなかった（資料1－18）。  
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図22 あなたは学校から帰宅した後，読書をしていましたか（間24）  

表25 あなたは学校から帰宅した後，読書をしていましたか  

男子   女子   計   

していた  30   2   32  

（12．7）   （4．3）   （11．3）  

ときどきしていた  45   7   52  

（19．0）   （15．2）   （18．4）  

あまりしなかった  28   29  

（11，8）   （2．2）   （10．2）  

しなかった  134   36   170  

（56．5）   （78．3）   （60．1）   

合  計   237   46   283  

（100．0）   （100．0）   （100．0）   

注（）内は，構成比である。   
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（4）規範意識   

ア 友だちから「間違ったこと」を誘われたら，断ることができましたか（間12）   

（図23・表26）  

El対象者においては，男女共に「できなかった」が最も多く（男子：57．0％，女   

子：47．7％），「あまりできなかった」を含めると，全体の8割を超えている（男子：   

84．4％，女子：79．5％）。男女別に各項目の回答を「できた」（「いつもできた」及び   

「だいたいできた」の合計）と「できなかった」（「あまりできなかった」及び「で  

きなかった」の合計）の2項目に統合し，El対象者と一般中学生の回答について  

ズ2検定を実施したところ，男女共に有意であった（資料1－19）。   
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図23 友だちから「間遠ったこと」を誘われたら，断ることができましたか（間12）  

表26 友だちから「間違ったこと」を誘われたら，断ることができましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

いつもできた  32   43   28   4   32  

（22．4）   （4．6）  （11．3）  （26．4）   （9．1）  （21．3）  

だいたいできた  74   26   100   65   5   70  

（51．7）  （11．0）  （26．3）  （61．3）  （11．4）  （46．7）  

あまりできなかった  31   65   96   14   25  

（21．7）  （27．4）  （25．3）  （10．4）  （31．8）  （16．7）  

できなかった  6   135   141   2   21   23  

（4．2）  （57．0）  （37．1）   （1．9）  （47．7）  （15．3）   

合  計   143   237   380   106   44   150  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「できますか」といった現在形で示されている。   
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イ 「出会い系サイト」や「薬物（シンナー類など）」などが危険であることを知っ   

ていましたか（間17）（図24・表27）   

El対象者においては，男女共に「よく知っていた」が最も多く（男子：51．7％，   

女子：56．5％），危険だという意識が低い選択肢になるにつれ，回答比率も低くなっ   

ている。これについては一般中学生も同様の傾向だった。男女別に各項目の回答を  

「知っていた」（「よく知っていた」及び「大体知っていた」の合計）と「知らなかっ   

た」（「あまり知らなかった」及び「知らなかった」の合計）の2項目に統合し，El   

対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施したところ，男子は有意でなく，   

女子は有意であった（資料1－20）。   
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図24「出会い系サイト」や「薬物（シンナー類など）」などが危険であることを知っ  

ていましたか（間17）  

表27「出会い系サイト」や「薬物（シンナー類など）」などが危険であることを知っ  
ていましたか  

男子  女子  

中学生  El対象者  計   中学生  El対象者  計   

よく知っていた  89   122   211   79   26   105  

（62．2）  （51．7）  （55．7）  （74．5）  （56．5）  （69．1）  

大体知っていた  43   82   125   24   12   36  

（30．1）  （34．7）  （33．0）  （22．6）  （26．1）  （23．7）  

あまり知らなかった  7   20   27   2   6   8  

（4．9）   （8．5）   （7．1）   （1．9）  （13．0）   （5．3）  

知らなかった  4   12   16   2   3  

（2．8）   （5．1）   （4．2）   （0．9）   （4．3）   （2．0）   

合  計   143   236   379   106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。  
注2 一般中学生の質問文は「知っていますか」といった現在形で示されている。   
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ウ「してはいけない」と感じる度合い（間26）（図25・表28）   

中学生時に「してはいけないこと」として20項目を挙げ，それらに対し，中学校   

に通っていた際，「やってはいけないことだ」と，どの程度感じていたか（一般中   

学生は調査時点において感じているか）について最低点を1点，最高点を10点とし   

て自己評定してもらった。なお，「ナイフを持ち歩く」，「お酒を飲む」，「無断外泊   

をする」，「セックスをする」，「気に食わない友だちをハブにする」の5項目につい   

ては，El対象者だけに質問された。   

El対象者においては，男女共に「ナイフを持ち歩く」が「してはいけないこと」   

とする平均値が最も高かった（男子：6．23点，女子：5．74点，全体：6．15点）。一般   

中学生と同じ質問項目中においては，「暴力を振るう」が最も高い平均値であった  

（男子：4．94点，女子：4．93点，全体4．94点）。   

一般中学生と比較すると，一般中学生が男女共に「タバコを吸う」に対して最も   

高得点をつけているのに対し，El対象者は全体で平均3．81点と低かった。   

男女別にEl対象者と一般中学生の回答について，回答点数の分布形を考慮して   

ウイルコクスンの順位和検定法4）を行ったところ，男女共に「かげ口・うわさ話」   

だけ有意差が認められなかった（男子：W＝44，746．50（男子），3，172．50（女子））   

以外は，全て有意であった。また，El対象者のみの質問5項目の回答に対して，   

同様の検定を行ったところ，当該項目に対する男女の回答については有意ではなかっ   

た。   
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口El対象者  田中学生  

（点）  

0   1   2  3   4  5   6  7   8  9  10  

かげ口。うわさ話  

携帯電話持参  

服装・髪型違反  

ガラス破損  

モノ投・隠匿  

暴力  

私語・雑談  

漫画誌む  

落書き  

喫煙  

授業エスケープ  

授業中の離席  

菓子持参  

遅刻・早退   

夜遅くまでの外出  

ナイフ所持  

飲酒  

無断外泊  

セックス   

友達をハブにする  

図25「してはいけない」と感じる度合い（平均点の比較）   
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男 子  女 子  合 計  

El対象者  中学生  合計  El対象者  中学生  合計  El対象者  中学生  合計   

平均値  4．70  4．65  4．68  4．91  5．65  5．43  4．73  5．08  4．89  

かげ口・うわさ話                       度 数   237  143  380   46  106  152  283  249  532  
標準偏差  3．48  2．86  3．26  3．64  2．93  3． 

平均値  3．30  5．06  3．96  1．98  5．05  4．13  3．09  5．06  4．01  

携帯電話の持参                       度 数   237  143  380   45  106  151  282  249  531  
標準偏差  3．48  3．11  3．45  2．43  3．08  3．22  3．36  3．09  3．38   

平均値  3．66  4．41  3．94  1．80  4．42  3．63  3．36  4．42  3．85  

服装・髪型違反                       度 数   236  143  379   46  106  152  282  249  531  
標準偏差  3．49  2．96  3．32  1．92  2．63  乙71  3．36  2．82  3．16   

平均値  4．80  7．38  5．77  4．41  7．62  6．65  4．74  7．49  6．02  

ガラスなどを壊す                       度 数  237  143  380   46  106  152  283  249  532  
標準偏差  3．48  2．69  3．44  ま46  2．90  3．41  3．47  2．78  3．45   

平均値  4．68  6．48  5．36  4．30  7．41  6．47  4．62  6．87  5．67  

モノを投げる・  隠                       度 数   236  143  379   46  106  152  282  249  531  
す  

標準偏差  3．46  3．00  3．40  3．83  2．83  3．46  3．52  2．96  3．45   
平均値  4．94  7．22  5．80  4．93  8．36  7．32  4．94  7．71  6．23  

暴力を振るう                       度 数   237  143  380   46  106  152  283  249  532  
標準偏差  3．56  2．99  3．53  3．73  2．63  3．38  3．58  2．89  3．56   

平均値  3．41  3．87  3．58  2．02  4．58  3．81  3．18  4．18  3．65  

授業中の 私語・雑談                       度 数   237  143  380   46  106  152  283  249  532  
標準偏差  3．47  2．46  3．13  2．37  2．90  2．99  3．35  2．68  3．09   

授業中に  
平均値  3．87  5．76  4．59  2．80  5．81  4．90  3．70  5．78  4．68  

マンガを読む                       度 数   236  143  379   46  106  152  282  249  531  
標準偏差  3．47  2．81  3．36  2．92  2．93  3．23  3．40  2．86  3．32   

平均値  3．66  5．12  4．21  1．76  5．22  4．17  3．35  5．16  4．20  

落書き  度 数   236  143  379   46  106  152  282  249  531  
標準偏差  3．41  2．97  3．33  1．96  3．01  3．16  3．30  2．98  3．28   

平均値  3．97  8．32  5．61  2．98  8．75  7．00  3．81  8．50  6．01  

夕．バコを吸う                       度 数   237  143  380   46  106  152  283  249  532  
標準偏差  3．71  2．93  4．03  3．12  2．56  3．81  3．64  2．78  4．02   

平均値  3．95  6．22  4．81  2．40  7．04  5．66  3．70  6．57  5．05  

授業中，教室から  抜け出す                       度 数   235  143  378   45  106  151  280  249  529  
標準偏差  3．48  3．17  3．54  2．48  2．92  3．51  3．38  3．09  3．55   

平均値  4．16  5．44  4．64  2．63  5．95  4．95  3．91  5．66  4．73  

授業中，教室内を うろうろする                       度 数   236  143  379   46  106  152  282  249  531  

標準偏差  3．48  2．90  3．33  2．77  2．98  3．29  3．42  2．94  3．32   
平均値  3．42  6．06  4．41  2．30  6．03  4．90  3．23  6．04  4．55  

お菓子などの持参                       度 数   236  143  379   46  106  152  282  249  531  

標準偏差  3．35  3．11  3．50  2．79  3．05  3．43  3．28  3．08  3．48   

勝手に遅刻ト 早退する  平均値  3．62  5．68  4．39  2．39  6．18  5．03  3．42  5．89  4．58   度 数  237  143  380  46  106  152  283  249  532   標準偏差  3 
．52  2．96  3．47  2．79  3．13  3．49  3．44  3．04  3．48   

ゲームセンターや  平均値  3．83  4．62  4．13  2．80  5．51  4．69  3．67  5．00  4．29   

カラオケなどで  度 数  236  143  379   46  106  152  282  249  531   
夜遅くまで遊ぶ  標準偏差  3．55  3．14  3．42  3．08  3．19  3．38  3．49  3．19  3．41   

平均値  6．23  6．23  5．74  5．74  6．15  6．15  

ナイフを持ち歩く                       度 数   235  235   46  46  281  281  

標準偏差  3．79  3．79  3．83  3．83  3．80  3．80   

平均値  3．77  3．77  2．65  2．65  3．59  3．59  

お酒を飲む                       度 数   237  237   46  46  283  283  

標準偏差  3．51  3．51  2．91  2．91  3．44  3．44   

平均値  4．06  4．06  3．67  3．67  4．00  4．00  

無断外泊をする                       度 数   237  237   46  46  283  283  

標準偏差  3．58  3．58  3．48  3．48  3．56  3．56   

平均値  3．69  3．69  3．04  3．04  3．59  3．59  

セックスをする                       度 数  236  236   46  46  282  282  

標準偏差  3．48  3．48  2．97  2．97  3．41  3．41   

気に食わない友だ  5．14  5．49  5．49  5．20  5．20  

ちをハブにする   236  236   45  45  281  281  

標準偏差  3．60  3．60  4．19  4．19  3．70  3．70  
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（5）相談したかったこと（間25）（図26－ア～コ・表29）   

10の項目について，中学に通っていたころに相談したかったかどうか（一般中学生   

においては調査時点で相談したいかどうか）について確認した。   

El対象者において，「できれば相談したかった」又は「少し相談したかった」と回   

答した者の割合が多かった項目は，上位から順に，男子は①「コ 受験・進学のこと」  

（47．0％），②「ア 勉強のこと」（35．1％），③「イ クラブ活動のこと」（32．2％）で   

あり，女子は①「コ 受験・進学のこと」（54．3％），②「キ 家族との関係のこと」  

（45．7％），③「カ 友だちとの関係のこと」（43．5％）であった。  

また，一般中学生において，「できれば相談したかった」又は「少し相談したかっ   

た」と回答した者の割合が多かった項目は，上位から順に，男子は①「コ 受験・進   

学のこと」（79．8％），②「ケ 成績のこと」（62．3％），③「ア 勉強のこと」（51．4％）   

で，女子は①「コ 受験・進学のこと」（81．1％），②「ケ 成績のこと」（67．0％），   

③「り 自分の性格のこと」（60．3％）であった。   

El対象者，一般中学生のいずれにおいても「コ 受験。進学のこと」を相談した   

いとする割合が一番高かった。  

男女別に各項目の回答を「相談したかった」（「できれば相談したかった」及び「少   

し相談したかった」の合計）と「相談しなくてもよかった」の2項目に統合し，El   

対象者と一般中学生の回答についてズ2検定を実施したところ，男女共に有意でなかっ   

た項目は，「エ 学校の登下校中のこと」，「カ 友だちとの関係のこと」で，男子の   

み有意でなかった項目は，「イ クラブ活動のこと」，女子のみ有意でなかった項目は  

「オ 体の健康のこと」，「ク 先生との関係のこと」で，それ以外の項目は全て有意   

であった。  

ロできれば相談したかった   

8少し相談したかった   

因相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26－ア 勉強のこと   
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□できれば相談したかった   

ロ少し相談したかった   

団相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26－イ クラブ活動のこと   

男   

子  

中学生  

女  

－ 

口できれば相談したかった   

ロ少し相談したかった   

凶相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26－ウ 自分の性格のこと  

□できれば相談したかった   

8少し相談したかった   

団相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26－エ 学校の登下校中のこと  

ロできれば相談したかった   

日少し相談したかった   

凶相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26－オ 体や健康のこと   
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中学生  34．8  
女  
子  

El対象者  26・1 

－  

口できれば相談したかった   

田少し相談したかった   

凶相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26一力 友だちとの関係のこと  

□できれば相談したかった   

ロ少し相談したかった   

国相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26－キ 家族との関係のこと  

ロできれば相談したかった   

田少し相談したかった   

固相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26－ク 先生との関係のこと   

－ ▼  

中学生  25．9  36.4 

男  

□できれば相談したかった   

ロ少し相談したかった   

団相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26－ケ 成績のこと   
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田できれば相談したかった   

□少し相談したかった   

凶相談しなくてもよかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図26－コ 受験・進学のこと  

表29 相談したかったこと  

男 子  女 子  

中学生  El対象者  合計  検定結果（∫1ミ1）  中学生  El対象者  合計  検定結果   

ア 勉強のこと  

できれば相談したかった  18  35  53  15  5  20  

（12．7）  （14．2）  

少し相談したかった  55  48  49  10  59  

（38．7）  （46．2）  

相談しなくてもよかった  69  42  31  73  

（48．6）  （39．6）  

合計  142  106  46  

（100．0）  （100．0）  

イ クラブ活動のこと  

できれば相談したかった  15  33  48  16  5  21  

（10．5）  （15．1）  

少し相談したかった  33  43  76  26  4  30  

（23．1）  （24．5）  

相談しなくてもよかった  95  64  37  

（66．4）  （60．4）  

合計  143  106  46  

（100．0）  （100．0）  

ウ 自分の性格のこと  

できれば相談したかった  35  46  17  8  25  

（7．7）  （16．0）  

少し相談したかった  50  39  89  47  10  57  

（35．0）  （44．3）  

相談しなくてもよかった  82  42  28  70  

（57．3）  （39．6）  

合計   143  106  46  

（100．0）  （100．0）  

エ 学校の登下校中のこと  

できれば相談したかった  3  10  13  2  0  2  

（2．1）  （1．9）  

少し相談したかった  10  14  24  10  6  16  

（7．0）  （9．4）  

相談しなくてもよかった  130  94  40  

（90．9）  （88．7）  

合計  143  106  46  

（100．0）  （100．0）  
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オ 体や健康のこと  

できれば相談したかった  9  10  19  8  5  13  

（6．3）  （7．5）  

少し相談したかった  35  28  63  24  8  32  

（24．5）  
99  

（22．6）  

相談しなくてもよかった  74  33  

（69．2）  （69．8）  

合計  143  106  46  

（100．0）  （100．0）  

カ 友だちとの関係のこと  

できれば相談したかった  9  26  35  14  12  26  

（6．3）  （13．2）  

少し相談したかった  35  46  81  36  8  44  

（24．5）  （34．0）  

相談しなくてもよかった  99  56  26  
82  

（69．2）  （52．8）  

合計  143  106  46  

（100．0）  （100．0）  

キ 家族との関係のこと  

できれば相談したかった  3  33  36  8  13  21  

（2．1）  （7．5）  

少し相談したかった  21  40  61  17  8  25  

（14．7）  （16．0）  

相談しなくてもよかった  119  81  25  

（83．2）  （76．4）  

合計  143  106  46  

（100．0）  （100．0）  

ク 先生との関係のこと  

できれば相談したかった  5  18  23  5  5  10  

（3．5）  （4．7）  

少し相談したかった  15  36  51  13  9  22  

（10．5）  （12．3）  

相談しなくてもよかった  123  88  32  

（86．0）  （83．0）  

合計  143  106  46  

（100．0）  （100．0）  

ケ 成績のこと  

できれば相談したかった  37  20  57  29  5  34  

（25．9）  （27．4）  

少し相談したかった  52  28  80  42  8  50  

（36．4）  （39．6）  

相談しなくてもよかった  54  35  33  
68  

（37．8）  （33．0）  

合計  143  106  46  

（100．0）  （100，0）  

コ 受験・進学のこと  

できれば相談したかった  52  59  42  14  56  

（36．4）  （39．6）  

少し相談したかった  62  52  44  55  

（43．4）  （41．5）  

相談しなくてもよかった  29  20  21  
41  

（20．3）  （18．9）  

合計  143  106  46  

（100．0）  （100．0）  

注1検定結果は「できれば相談したかった」と「少し相談したかった」の回答数を合算した上実施したものである。 注2 ■■＜ 
p．01，■pく05   



初等少年院在院者の中学校生活に関する意識調査  165  

3 携帯電話。インターネットの使用状況（El対象者のみ）  

（1）携帯電話の所持状況（間27－1）（表30）  

男子で235人中204人（86．8％），女子で45人中44人（97．8％）の者が自分専用で携帯   

電話を所持していたと回答した。男女別の所持状況の回答についてズ2検定を実施し   

たところ，有意ではなかった（ズ2（2）＝4．52，n．S．）。  

表30 携帯電話の所持状況  

男子   女子   計   

自分専用でもっていた  204   44   248  

（86．8）   （97．8）   （88．6）  

家族と共有でもっていた  4   0   4  

（1．7）   （0．0）   （1．4）  

持っていなかった 27   28  

（11．5）   （2．2）   （10．0）   

合  計   235   45   280  

（100．0）   （100．0）   （100．0）  

注（）内は，構成比である。  

（2）携帯電話を使用して変化したこと（間27－2）（表31・図27）  

3（1）の設問で「自分専用でもっていた」又は「家族と共有でもっていた」と回答し   

た者を対象に，携帯電話を使用してから自分が変化したと思われる項目について該当す   

るもの全てを選択してもらった。有効回答者数は249名（男子205名，女子44名）だった。  

表31携帯電話を使用して変化したこと  

男子   女子   合計   

1 家族と直接会話することがふえた   55 （26．8）   11（25．0）   66 （26，5）   

2 家族と直接会話することがへった   61（29．8）   14（31．8）   75 （30．1）   

3 友だちの数がふえた   159 （77．6）   36 （81．8）  195 （78．3）   

4 自分を理解してくれる人がふえた   72 （35．1）   23 （52．3）   95 （38．2）   

5 エッチな情報に触れる機会が多くなった   98 （47．8）   18（40．9）  116 （46．6）   

6 命の危険を感じるようになった   16 （7，8）   5（11．4）   21（8．4）   

7 マナーを気にするようになった   24（11．7）   6 （13．6）   30（12．0）   

8 メールを気にするようになった   168 （82．0）   41（93．2）  209 （83．9）   

9 おそくまで外出することがふえた   157 （76．6）   35 （79．5）  192 （77．1）   

10 ねる時間がおそくなった   170 （82．9）   40（90．9）  210 （84．3）   

11自分の部屋にいる時間がふえた   88（42．9）   24（54．5）  112 （45．0）   

12 勉強をする時間がへった   67 （32．7）   22 （50．0）   89 （35．7）   

13 お金の使い方を気にするようになった   71（34．6）   11（25．0）   82 （32．9）   

14 持ち歩かないと不安になるようになった  152（74．1）   37（弘1）  189 （75．9）   

有効回答者数   205   44   249   

注1（）内は，比率である。  
注2 重複選択である。   
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注：左縦軸数字は選択項目の数字である。  

図27 携帯電話を使用して変化したこと（間27－2）   

男子においては，①「10 ねる時間がおそくなった」（82．9％），②「8 メールを  

気にするようになった」（82．0％），③「3 友だちの数がふえた」（77．6％）の順で多  

く回答されている。   

女子においては，①「8 メールを気にするようになった」（93．2％），②「10 ね  

る時間がおそくなった」（90．9％），③「14 携帯を持ち歩かないと不安になるように  

なった」（84．1％）の順で多く回答されている。女子群で全体の半数以上が選択して  

いる項目として「11自分の部屋にいる時間がふえた」（54．5％），「4 自分を理解  

してくれる人がふえた」（5乙3％），「12 勉強をする時間がへった」（50．0％）があっ  

た。   
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（3）携帯電話による●1日の平均メール使用時間（間27－3）（図28・表32）  

3（1）の設問で「自分専用でもっていた」又は「家族と共有でもっていた」と回答し   

た者を対象に，携帯電話での1日平均メール使用時間について確認したところ，全体   

の74．9％（男子：72．6％，女子：86．0％）の者が「3時間以上」使用していると回答   

した。また，男女の回答についてズ2検定を実施したところ，有意ではなかった（ズ2  

（2）＝4．50，n．S．）。  

ロ3時間以上   

田3時間未満   

琶2時間未満   

園1時間未満   

□使用しなかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図28 携帯電話による1日の平均メール使用時間（間27－3）  

表32 携帯電話による1日の平均メール使用時間  

男子   女子   計   

3時間以上  151   37   188  

（72．6）   （86．0）   （74．9）  

3時間未満  10   2   12  

（4．8）   （4．7）   （4．8）  

2時間未満  21   22  

（10．1）   （2．3）   （8．8）  

1時間未満  23   3   26  

（11．1）   （7．0）   （10．4）  

使用しなかった  3   0   3  

（1．4）   （0．0）   （1．2）   

合  計   208   43   251  

（100．0）   （100．0）   （100．0）  

注（）内は，構成比である。   

（4）携帯電話による1日の平均電話使用時間（間27－4）（図29・表33）  

3（1）の設問で「自分専用でもっていた」又は「家族と共有でもっていた」と回答し   

た者を対象に，携帯電話での1日平均電話使用時間について確認した。男女の回答に   

ついてズ2検定を実施したところ，有意であったため（ズ2（4）＝25．12，pく01），残差   

分析を実施したところ，男子は女子に比べ「1時間未満」が，女子は男子に比べ「3   

時間以上」が多く回答されている。   
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□3時間以上   

臼3時間未満   

臼2時間未満   

随1時間未満   

口使用しなかった  
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図29 携帯電話による1日の平均電話使用時間（間27－4）  

表33 携帯電話による1日の平均電話使用時間  

男子   女子   計   

3時間以上  40   19   59  

（19．5）   （43．2）   （23．7）  

3時間未満  18   10   28  

（8．8）   （22．7）   （11．2）  

2時間未満  29   6   35  

（14．1）   （13．6）   （14．1）  

1時間未満  105   9   114  

（51．2）   （20．5）   （45．8）  

使用しなかった  13   0   13  

（6．3）   （0．0）   （5．2）   

合  計   205   44   249  

（100．0）   （100．0）   （100．0）  

注（）内は，構成比である。   

（5）学校以外でのインターネットの利用状況（間28－1）（図30・表34）  

全体においては，4人に3人の割合（76．7％）で，学校以外でインターネットを利   

用していたと回答し，そのうち，男女共に「携帯電話で利用していた」が最も多かっ   

た（男子：63．2％，女子73．0％）。  

また，男女の回答についてズ2検定を実施したところ，有意ではなかった（ズ2（3）＝   

6．36，n．S．）。   
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口携帯電話で利用していた  

ロ自分専用のパソコンで   

利用していた  

日豪族と共有のパソコンで   

利用していた  

国利用していなかった  

0％  25％  50％  75％  100％  

図30 インターネットの利用状況（間28－1）  

表34 インターネットの利用状況  

男子   女子   計   

携帯電話で利用していた  134   27   161  

（63．2）   （73．0）   （64．7）  

自分専用のパソコンで  2   2   4   

利用していた   
（0．9）   （5．4）   （1．6）   

家族と共有のパソコンで   24   2   26   
利用していた   

（11．3）   （5．4）   （10．4）   

利用していなかった   52   6   58  

（24．5）   （16．2）   （23．3）   

合  計   212   37   249  

（100．0）   （100．0）   （100．0）   

注（）内は，構成比である。   

（6）インターネットの1日平均使用時間（間28－2）（図31・表35）  

3（5）の設問で，「利用していなかった」以外の項目を回答した者を対象に，1日の   

平均インターネット使用時間について確認した。有効回答者数は188名（男子158名，   

女子30名）だった。   

男女共に「3時間以上」が最も多く回答された（男子：34．8％，女子：46．7％）。   

また，男女の回答についてズ2検定を実施したところ，有意ではなかった（ズ2（3）＝   

5．94，n．S．）。   
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図31インターネットの1日平均使用時間（間28－2）  

表351日のインターネットの平均使用時間  

男子   女子   計   

3時間以上  55   14   69  

（34．8）   （46．7）   （36．7）  

3時間未満  24   8   32  

（15．2）   （26．7）   （17．0）  

2時間未満  35   4   39  

（22．2）   （13．3）   （20．7）  

1時間未満  44   4   48  

（27．8）   （13．3）   （25．5）   

合  計   158   30   188  

（100．0）   （100．0）   （100．0）   

注（ ）内は，構成比である。  

（7）インターネットの使用目的（間28－3）（図32・表36）  

3（5）の設問で，「利用していなかった」以外の項目を回答した者を対象に，インター   

ネットの使用目的について該当するもの全てを選択してもらった。有効回答者数は  

190名（男子159名，女子31名）だった。  

男子においては，回答数が多い順に「3 音楽をきいたり，ダウンロードする」（95．6   

％），「4 着メロ（着うた）や待ち受け画面などをダウンロードする」（89．9％），  

「5 ゲームをする」（86．2％）となった。  

女子においては，「3 音楽をきいたり，ダウンロードする」，「4 着メロ（着う   

た）や待ち受け画面などをダウンロードする」については全員が選択していた。その   

他にも，「7 けいじ板やチャットを見たり，書き込みする」（90．3％），「1 メール   

をする」（87．1％）が高い割合で選択されている。   
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田全体   □男子   □女子  
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注：左縦軸数字は選択項目の数字である。  

図32 インターネットの使用目的（間27－3）  

表36 インターネットの使用目的  

男子   女子   合計   

1 メールをする   117（73．6）  27（87．1）  144（75．8）   
2 勉強・宿題・進路について調べる   9 （5．7）  3 （9．7）  12 （6．3）   

3 音楽をきいたり，ダウンロードする   152（95．6）  31（100．0）  183（96．3）   

4 着メロ（着うた）や待ち受け画面などをダウンロードする  143（89．9）  31（100．0）  174（91．6）   

5 ゲームをする   137（86．2）  21（67，7）  158（83．2）   

6 オークションや買い物をする   60（37．7）  14（45．2）  74（38．9）   

7 けいじ板やチャットを見たり，書き込みする   113（71．1）  28（90．3）  141（74．2）   

8 自分のホームページを作成，更新する   64（40．3）  24（77．4）  88（46．3）   

9 ニュース，天気よほう，うらないなどを見る   54（34．0）  9（29．0）  63（33．2）   

10 エッチなサイトの情報を見る   82（51．6）  7（22．6）  89（46．8）   

11出会い系サイトの情報を見る   48（30．2）  17（54．8）  65（34．2）   

12 はんざい，自殺に関する情報を見る   35（22．0）  10（32．3）  45（23．7）   

13 薬物（ドラッグ）に関する情報を見る   31（19．5）  13（41．9）  44（23．2）   

14 日的を持たずにてきとうに見る   108（67．9）  23（74．2）  131（68．9）   

有効回答者数   159   31   190   

注1（）内は，比率である。  
注2 重複選択である。   
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V 考察  

昨今の社会・経済の大きな変動に伴う家庭や地域社会の多様化・複雑化は，青少年の生  

活に強い影響を与えている。特に，中学時代の少年は，心身共に急速な変化を遂げる中で  

自己確立を模索するため，心理的に安定と動揺の振幅が大きく，周囲からの影響が意識や  

行動面に如実に反映される時期でもある。   

そのような背景を踏まえ，本稿では一般中学生とEl対象者の学習関係，学校生清閑係，  

家庭生活関係，規範意識といった領域に関する意識のほか，現代の青少年にとって絶対的  

な必需品ともいえる携帯電話等の情報機器関係に係る意識について，比較検討を行った結  

果，中学年齢時に少年が直面する現実社会への意識には，共通点もあるが多くの相違点も  

あることが認められた。  

1 学習関係   

勉強時間については，一般中学生の予習・復習に取り組む者の割合が全体の約4劃しか  

ないという結果は注目に催する。また，それより更にEl対象者の8割以上の者が，勉強  

時間を設けていない事実が認められた。   

また，El対象者の7割弱の者が「（勉強がわからなくて）困ったことがあった」と回答  

し，一般中学生も同様傾向にあったが，「困ったことがなかった」と答えた者については，  

El対象者の万が一般中学生に比して極めて高い比率で存在している。これは，他の関連  

設問に対する回答結果も踏まえると，勉強する内容が理解できたから因っていなかったと  

いうより，むしろ勉強ができないことに対する危機感・焦燥感に乏しく，その結果「（勉  

強はできないが）困ったことはなかった」と答えたものと推察される。   

さらに，El対象者は「勉強がわからないとき，主に何に頼っていたか」の設問に対し，  

「そのままにしておいた」と回答した者が男女共に7割を超え，一般中学生とは明らかな  

相違を示している。また，「学習塾に通っていたか」については，最近の調査報告によれ  

ば一般中学生のほぼ7割の者が「塾に通っている」という結果（文部科学省，2005a）が  

出ているが，El対象者にあっては，男女とも約9割弱の者が「通っていなかった」とい  

う結果となった。   

このように，El対象者が学習意欲に乏しい原因は，資質面，経済面，交友面など様々  

な要因が関わっていることが予想される。しかし，少年院に収容された少年が，院内での  

教科教育により，当初は理解できずに戸惑う少年でも，理解が深まり学力が向上すること  

で学習・生活意欲が向上するという事例も多い。そのため，学習意欲の乏しい者について  

中学校在学時における学習機会の付与，学習指導の重要性について，今後改善・工夫の取  

り組みが要請されるところである。   
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2 学校生清閑係   

この領域は，生徒間の自主的活動，生活態度，対人関係や疲労感など中学校内における  

生活の在り方に関する設問で構成されている。   

クラブ活動については，一般中学生，El対象者の男女共に，回答結果に有意差は認め  

られなかった。一般中学生，El対象者共に「とても楽しい（楽しかった）」，「大体楽しい  

（楽しかった）」と答えた者の割合が，全体の約7割を占め，おしなべて「クラブ活動は楽  

しい」と肯定的な受け止め方をしている。ただし，El対象者のうち男子で68名（28．7％），  

女子で19名（41．3％）の者が未加入であった。   

El対象者のクラブ活動への参加が少ない理由については，調査結果から直接的に読み  

取ることができなかったが，学校生括への適応性と関連があるように思われる。現在のク  

ラブ活動への義務的参加が，先輩・後輩の人間関係が形成されるという利点があるととも  

に，そこで様々なあい路やあつれきが生じるというデメリットもあるという現状を踏まえ  

た上で，今後の中学校における生徒の実情に応じた，きめ細かいクラブ活動の在り方が検  

討されるべきであろう。   

一般中学生は，クラスの係や生徒会委員など公的な活動に参加することに，半数以上の  

者が前向きの姿勢を示しているが，El対象者は，してみたいと「思わなかった」又は  

「あまり思わなかった」と回答する者が有意に多く，消極的姿勢を示している。   

また，「学校に行くのがいやになることがある（あった）か」という設問に対して，一  

般中学生では，いやになることがある者とそうでない者との割合がほぼ半々であったのに  

対し，El対象者においては，男子で約6割弱，女子で約9割近くの者が「よくあった」  

又は「少しあった」と答え，これについても学校に対し消極的な姿勢が見られる。実際の  

学校生括においては，勉強・友人関係等の難しさや進路等の問題に直面し，プレッシャー  

を感じることも多くなるため，生徒に悩みや困りごとが生じた場合，学校生括が嫌いにな  

らないよう，学校側として対応策を立てることが必要であろう。   

最近の学校生括においては，食事，あいさつ，マナー等の基本的生活習慣の滴養が低下  

していることが取り上げられている（文部科学省，2005b）が，「学校で節度のある生活  

ができている（いた）か」の設問に対しては，El対象者の男女共に9割を超える者が  

「できていなかった」又は「あまりできていなかった」と回答しており，一般中学生とは  

明らかな違いが認められた。ただし，これは少年院収容に伴う後悔と反省の意識から「で  

きていなかった」と強く反応していることに起因していることが予想される。   

友人関係については，一般中学生もEl対象者も「仲が良い（良かった）」と答えている  

者の割合が高い。中学年齢の少年は，交友関係の中で自己形成を行っていくことから，一  

般的に特段の事情がない限りは，友人に対し肯定的な回答が多くなりやすい傾向にあると  

言われている（総務庁青少年対策本部，1999）。特に，El対象者において「とても仲がよ  

かった」とする者が全体の約5割もおり，「仲間を大事にする」という中学学齢期の少年  

の特徴が表れているものと考えられる。しかし，一般中学生とは異なり，El対象者の交   
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友関係はいわゆる「不良集団・非行グループ」も含まれており，健全な交友関係は少ない  

と思われ，自分を相手にしてくれる仲間を大事にし，そこを拠りどころとせざるを得ない  

El対象者の人間関係の実態が見え隠れしているのではないかと考えられる。   

困ったときに誰に相談しているかを尋ねた設問については，一般中学生，El対象者共  

に「友だち」を優先的に選択している。学校側では相談体制を整えているにもかかわらず，  

先生を選択する割合は驚くほど低いという結果は，今後の生徒指導上，示唆に富むものと  

なった。また，El対象者は，一般中学生に比し，「親・家族」を相談相手として選択して  

いる割合が有意に低かった。  

3 家庭生活関係   

まず，睡眠時間が6時間未満の者は，男子にあって4割強，女子にあっては6割弱の高  

い比率となっている。その一方で，9時間以上の者が一般中学生に比べて極めて高い比率  

を示すなど，両極端に分かれている。最近の中学生が暮らす生活環境は，コンビニ，カラ  

オケボックス，ゲームセンター，飲食店等の終日営業が多くなり，昼夜の区別がつきにく  

くなる，いわゆる夜型になりつつある中で，El対象者においては，夜間睡眠をよくとら  

ない者と，夜眠らずに昼間時に眠るなど不規則な状況にあると考えられる。   

ねむい・だるいと感じている（いた）とする者は，一般中学生，El対象者共に高い比  

率となっていることがわかった。ただし，前設問事項に対する回答から，El対象者にあっ  

ては睡眠時間の確保に大きな偏りがあることが認められ，ねむい・だるいと感じている要  

因が一般中学生とは異なることが推測される。また，1日の食事の摂り方について尋ねた  

ところ，El対象者は，1日3回の食事を「あまりとらなかった」又は「とらなかった」  

と答えた者の割合が一般中学生に比べ有意に高いことが認められ，食生活の乱れが顕著に  

現れている。   

このようなEl対象者の傾向は，家庭で規則正しい生活が「あまりできていなかった」  

又は「できていなかった」と回答した者が，男女共に約9割を占めている事実からも理解  

できよう。  

「家の人から生活上の注意を受ける（受けた）か」という設問については，一般中学生，  

El対象者の男女共に「よく受ける（受けた）」と答える者の割合が一番高かった。ただし，  

一般中学生が受ける注意と，El対象者が受ける注意の内容は少々異なっているのではな  

いか推測されるところである。   

El対象者は，家庭内における会話が少ない傾向にあることが本調査から認められ，「家  

族の人と話し合い」，「家族同士のあいさつ」の設問に対し，「あまりしなかった」，又は  

「しなかった」と回答した者の割合が，男子で約5割，女子で約6割近くに達しており，  

一般中学生とは大きな隔たりを示している。家族間の日常会話やあいさつは，家族一人ひ  

とりの起床，食事，就寝時間等の生活リズムが異なると行われなくなるため，このような  

El対象者の数値結果が，家族構成の実態を反映したものなのか，あるいは，家族関係の   
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不良状態からきている●のかが興味深いところである。   

ただし，「家事の手伝い」については，一般中学生，El対象者に有意差は認められず，  

El対象者であっても約6剖近くの者が家事の手伝いをしていることが明らかとなった。  

子供の家事手伝いは家族間の役割や分担として行なわれることが多く，男子においても家  

事の重要性が指摘されており，ささやかな家事手伝いであっても本人の自主性や責任感を  

滴養し，家庭生活の自覚を促す働きがあると考えられる（総務庁青少年対策本部，2000）  

ことからすれば，この結果から，まだまだ家族関係を繋ぎ止める何らかの方策を見出せる  

のではないかと思われる。   

El対象者において，帰宅後，「読書をしていたか」の設問に対し，「あまりしなかった」  

又は「しなかった」と回答した者は男子で約7割弱，女子で約8割となっているが，むし  

ろ，ここではEl対象者でも「ときどきしていた」以上の者が男子で3人に1人，女子で  

5人に1人もいたという事実のほうが，今後の読書指導を進める上で注月に催する。  

4 規範意識関係   

規範意識の強さを見る一つの項目として，「友達から間遠ったことを誘われたら，断る  

ことができる（できた）か」を尋ねた。一般に中学生年齢の迷惑行為や不良行為は警察補  

導やぐ犯の対象になりやすく，複数の仲間との交友関係の中で引き起こされることが多い。  

これは思春期の少年少女が交友関係の中に自分の役割や居場所を求める一方で，単独では  

できないことでも，集団の中では雷同・追従した結果，安易に流れやすい傾向があると指  

摘されている（総務庁青少年対策本部，1999）。設問に対し一般中学生にあっては，「だい  

たいできている」又は「いつもできる」と答えた者の比率がかなり高い一方で，El対象  

者では「あまりできなかった」又は「できなかった」の比率が約8割前後と極めて高い値  

を示しており，両群に明らかな差異があることが認められた。   

また，「出会い系サイト」，「薬物（シンナー類）」などが危険であるかどうかの認識程度  

について尋ねたところ，一般中学生においては，「よく知っている」又は「大体知ってい  

る」と答えた者の割合が男女共に9割を示している。これは，出会い系サイトやシンナー  

等の薬物を日常で直接的に経験した者は少ないものの，知識レベルで理解している結果で  

あろう。   

他方，El対象者においても「よく知っていた」又は「大体知っていた」と答えた者が  

多かったが，この場合，出会い系サイトや薬物使用を実際に経験した者が一般中学生より・  

多いことが推測され，危険なものであることを意識しつつ手を出した結果であると思われ  

る。ただし，出会い系サイトヤシンナ一等への興味本位の接近が，非行や犯罪の誘因にな  

りやすいところ，特に，El対象者の女子における，出会い系サイトや薬物を危険だと感  

じる意識は，一般中学生の女子と比べると有意に低いことがわかった。   

次に，規範意識のレベルを計る指標として，一般中学生と同一項目を15項目，El対象  

者のみに対して5項目の合計20項目を掲げ，各項目について最低0点から最高10点までの   
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数億で規範意識の強弱を尋ねている。点数が高いほどイしてはいけない」という意識が強  

く，数値が低ければ該当行為について意識も弱く，安易に流されやすいことを示唆してい  

る。   

一般中学生とEl対象者との共通項目について見ると，一般中学生にとって6点以上の  

数値を示した項目は，平均点の高い順に「喫煙」，「暴力」，「ガラス破損」，「モノ投・隠匿」，  

「エスケープ」となっている。これらについてEl対象者との数億を比較したところ，喫煙：  

4．69点，暴力：2．77点，ガラス破損：2．75点，モノ投・隠匿：2．25点，エスケープ：2．87点  

の差で，いずれもEl対象者群の方が低い数値を示した。特に，「喫煙」については，一般  

中学生が最大値（8．50点）を示しているのに対して，El対象者は中位値（3．81点）に止ま  

り，とりわけ女子間においてその差が最大（点差5．77点）となっており，El対象者の喫煙  

に対する規範意識の低さが如実に現れた結果となった。   

El対象者のみ対象とした質問項目について見ると，平均点の高い順に，①「ナイフ所  

持」，②「ハブにする」，③「暴力」，④「ガラス破損」，⑤「かげ口」となっているが，②  

「ハブにする」については，El対象者293名のうち不良生徒集団，地域不良集団などに加  

入している者が5割（152名）を超えている状況（法務省司法法制調査部，2006）からす  

れば，El対象者が仲間や集団から無視されたり，疎外されることに対する危機意識の表  

れと受け止めることができるであろう。  

5 相談対象事項   

中学校生活の中で，中学生にとって重要と思われる事項10項目について，誰かにどの程  

度相談したい（したかった）かについて尋ねたところ，男女共に有意差が認められた項目  

は，「勉強のこと」，「自分の性格のこと」，「家族との関係のこと」，「成績のこと」，「受験・  

進学のこと」であった。  

「勉強のこと」については，一般中学生とEl対象者との間において男女とも正反対の傾  

向が認められた。つまり一般中学生にあっては「少し相談したい」又は「できれば相談し  

たい」と答えた者の割合は，男子で約5割，女子で約6割を超えているのに射し，El対  

象者の方は「相談しなくてもよかった」が男女とも6剖を超えている。これは学習関係で  

も触れた「予習・復習をしない」，「勉強しない」と同様の傾向が見られ，初めから勉強に  

関する相談を諦めてしまっている状況が推測される。  

「自分の性格のこと」については，一般中学生に対してEl対象者は，「相談しなくても  

よかった」と回答した者の割合が有意に高い。  

「体や健康のこと」に関しては，一般中学生とEl対象者の男子間においては有意差が認  

められたものの，全体的には男女共に「しなくともよい（よかった）」が高い割合を占め  

ている。  

「家族との関係のこと」については，一般中学生とEl対象者の男女共に有意差が認めら  

れ，El対象者は「相談したかった」と答えた者が比較的多い結果となっており，家族と   
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の人間関係で悩む非行少年の実像をうかがい知ることができよう。  

「先生との関係のこと」については，一般中学生とEl対象者の男子間においては有意差  

が認められたものの，全体的には「相談しなくともよい（かった）」と答える者が高い割  

合を示し，先生との関係について誰かに相談するという意識は共に低いことがうかがえる。  

「成績のこと」，「受験・進学のこと」については，一般中学生とEl対象者との間で，男  

女共に有意差を認めることができた。「成績のこと」では「相談しなくてもよい（よかっ  

た）」と答えた者が，一般中学生では約3割であるのに対し，El対象者は7割から8割近  

くに達している。また，「受験・進学のこと」については，El対象者では「相談したかっ  

た（「できれば相談したかった」と「少し相談したかった」の合計）」と「相談しなくとく  

もよかった」と答えた者の割合が半々であった反面，一般中学生は，全体の8割前後の者  

が「相談したい」と思っていることが認められた。  

6 インターネット。携帯電話  

（1）携帯電話について  

El対象者の携帯電話の所持率は，極めて高く，男子にあっては9割近く，また，   

女子ではほぼ全員（回答者45人中44名）が所持している。  

2004年から2006年における他の調査機関や地方自治体調査によるデータでは，一般   

中学生の所持率は，約40％から70％前後と調査結果に幅があるものの，そのいずれの   

結果においても，本調査のEl対象者の所持率と大きな差が見られる。   

「青少年の意識・行動と携帯電話に関する調査研究」（警察庁少年課，2002）におけ   

る，一般中学生の携帯電話所持率が20．4％，非行中学生男子の所持率が52．4％という   

結果からも，本調査結果に妥当性があるといえよう。  

携帯電話を使用して変イヒしたことについて尋ねたところ，El対象者において最も   

多く回答されたのは，「ねる時間がおそくなった」であり，次いで，「メールを気にす   

るようになった」，「友だちの数がふえた」，「おそくまで外出することがふえた」，「持   

ち歩かないと不安になるようになった」の順に多く回答されている。   

「青少年の社会意識及び活動に関する調査」（茨城県，2004）における一般中学生の   

選択結果と比較したところ（参考資料），回答数の比率順位が大きく相違しているほ   

か，El対象者の「おそくまで外出することがふえた」の項目は，一般中学生と比較   

して突出して高い順位になっていることがわかった。  

また，一般中学生において選択する比率の高かった「お金の使い方を気にするよう   

になった」は，El対象者にとってはあまり意識されていない結果となった。   
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順位   一般中学生   El対象者   

1位   友だちの数がふえた（48．3％）   ねる時間がおそくなった（84．3％）   

2位  メールを気にするようになった（47．6％）  メールを気にするようになった（83．9％）   

3位  お金の使い方を気にするようになった（40．1％）   友だちの数がふえた（78．3％）   

4位   ねる時間がおそくなった（23．9％）   おそくまで外出することがふえた（77．1％）   

5位  持ち歩かないと不安になるようになった（22．8％）  持ち歩かないと不安になるようになった（75．9％）  

注：（）は複数回答による各群の回答数の構成比である。  

次に，携帯電話によるメール使用時間については，男女間の有意差は認められなかっ  

たが，一日に3時間以上メールを打っている者が高い割合を示している。 また，携帯   

電話による通話時間については，利用時間にばらつきが認められ，男子より女子にお  

いて長時間利用が際立っている。全体的には携帯電話による利用方法として，比較的   

料金が安いメールを使用しているが，女子は料金に関係なく利用する傾向が認められ  

た。  

以上の結果から，携帯電話は，非行少年にとって極めて大事な情報交換の道具とし  

て重要な役割を果たしているものと考えられる。  

（2）インターネットについて  

インターネットの利用状況については，El対象者の4人に3人が携帯電話を媒体  

として利用していることが認められた。前述の「青少年の社会意識及び活動に関する   

調査」（茨城県，2004）において，一般中学生は「自分専用又は家族と共有のパソコ  

ン」を主として利用していることから，El対象者と一般中学生とのインターネット  

の使用媒体は大きく異なっていることが認められた。  

また，インターネットの使用目的は，El対象者，一般中学生共にほぼ同じような   

傾向が認められるが，El対象者にあっては，「勉強・宿題・進路について調べる」が   

最下位であり，学習関係における「授業の予習・復習をしなかった」，「勉強はしなかっ   

た」の回答結果に沿う結果となっている。なお，El対象者における特徴的な傾向と  

して，インターネット利用時間が「3時間以上」又は「3時間未満」と回答した者の   

割合が極めて高く，使用が長時間に及んでいること，男子の2人に1人が「エッチな   

サイトの情報を見る」を，また，女子においても2人に1人が「出会い系サイトの情  

報を見る」を選択していることが挙げられよう。  

Ⅵ おわりに   

今回の調査から，初等少年院在院生（El対象者）に特徴的に認められた傾向として，   

①学習の面では，ほとんど勉強する時間を設けておらず，予習・復習もしていない。し  

かも，勉強が分からなければそのままにし，困ったこともなかったこと。   
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②学校生括の面では，クラブ活動に参加していない者が相当数おり，生徒指導上大きな  

課題を残しているものの，クラブ活動に参加した場合には「楽しかった」とする者が多く，  

学校適応へ誘導するための明るい材料を示している。ただし，クラスの係活動や生徒会委  

員など，公的な活動には消極的であり，学校に行くことそのものが嫌になることが多く，  

また，学校では節度ある生活はできていなかったと振り返っている。友人関係については，  

質の善悪は問わなければ，「仲が良かった」とする者が高い割合で存在していること。   

③家庭生活の面では，睡眠時間の取り方が長短の両極端に偏っており，朝・昼・晩の三  

回の食事もきちんと取らず，「ねむい・だるい」と感じている。また，家庭内における家  

族との「話し合い」，「あいさつ」は少なく，家庭ではあまり規則正しい生活ができなかっ  

たと後悔・反省しているが，家事手伝いしている者も比較的多く，家庭との絆を維持して  

いる様子が認められること。   

④規範意識の面では，友達から間違ったことを誘われたら，「断ることができなかった」  

という者が極めて多く，出会い系サイトや薬物等に対する危険意識もやや低い。規範意識  

の強弱を見た項目では，一般中学生が看過しがたい重大な不良行為としたものに対しても  

低い評価をしていること。   

⑤相談対象事項については，「勉強」，「性格」，「体や健康」，「先生との関係」のことで  

は，あまり相談する必要がないが，「家族との関係」については相談したいとする傾向が  

認められたこと。また，「成績のこと」，「受験・進学のこと」については，相談する必要  

性はないと一般中学生より強く意識していること。   

⑥インターネット携帯電話については，携帯電話の所持率が極めて高く，所持により  

日常生活に生じた変化については「ねる時間がおそくなった」，「おそくまで外出すること  

がふえた」を一般中学生より強く感じていること。また，携帯電話による通話は抑制的で  

あるものの，メール使用は長時間に及んでいること。ただし，女子については料金に関係  

なく通話する傾向が認められること。インターネットは，4人に3人の割合で利用し，そ  

のほとんどが携帯電話を媒体として使用し，長時間使用する傾向があること。特に，使用  

日的として男子においては「エッチなサイトの情報を得る」が，女子においては「出会い  

系サイトの情報を見る」が5割を超えていること。   

などにまとめることができる。   

以上の結果から，調査前からある程度予想されていたことではあるが，一般中学生と初  

等少年院在院生との間には大きな意識・行動上の違いのあることが明らかになった。   

今回の調査のデータは，一般中学生においては，配慮を要する生徒について不良行動や  

非行行動に陥らないようするための生徒指導上の対応策を，少年院においては，一般中学  

生と意識・行動の違いがあることを踏まえての教育処遇の在り方を検討する上で，参考と  

なれば幸いである。   

最後に，本研究の実施に当たり，調査にご協力を賜った法務省矯正局をはじめ，少年院  

の各位に，心から謝意を表します。   
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注 釈  

注1）El級とは，調査時点では「少年院で義務教育課程の履修を必要とする者」を指したが，   

平成19年10月19日付け矯正局長通達により，現在は「義務教育課程の履修を必要とする者の  

うち，12歳に達した日以降の最初の3月31日が終了した者」となっている。  

注2）平成19年11月1日に「少年法等の一部を改正する法律」が施行され，初等少年院及び医   

療少年院においては「おおむね12歳以上」の者を収容できるようになった。  

注3）残差分析とは，ズ2検定で有意であると認められた質間中，どの回答項目が各分類グルー  

プの回答傾向を特徴付けているかを確認する分析方法を指す。  

注4）母集団の正規性や等分散性が成り立たない場合に用いられるノンパラメトリック検定を指  

す。U検定（マン・ホイットニー検定）と同様である。  
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資料1－1授業の予習・復習をしていましたか（間2）  

182  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

していた  54   15   69   44   4   48   

（37，8）  （6．3）  （18．2）  （41．5）  （8．7）  （31．6）  

していなかった  89   222   ズ2（1）＝  62   42   ズ2（1）＝  

59．30＊＊         15．99＊＊  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊p＜．01，＊p＜．05  

資料1－2 勉強がわからなくて困ることがよくありましたか（問3）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

あった  97   160   257   89   32   121   

（67．8）  （67．5）  （67．6）  （84．0）  （69．6）  （79．6）  

なかった  46   77   ズ2（1）＝  17   14   
ズ2（1）＝  

0．004  4．10＊  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊pく01，＊pく05  

資料1－3 あなたは学校から帰宅した後，学習塾に通っていましたか（間23）  

男子   女子   計   検定結果   

通っていた  24   6   30   

（10．1）   （13．0）   （10．6）  

通わなかった  213   40   253  

（89．9）   （87．0）   （89．4）   ズ2（1）＝0．35  

合  計   237   46   283  

（100．0）   （100．0）   （101．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊p＜．01，＊p＜．05  

資料1－4 クラブ活動は楽しかったですか（間1）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

楽しかった  107   112   219   73   20   93   

（74．8）  （66．3）  （70．2）  （68．9）  （74．1）  （69．9）  

楽しくなかった  36   57   ズ2（1）＝  33   7   ズ2（1）＝  

2．71  0．28  

合  計   143   169   312  106   27   133  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊pく01，＊p＜．05   
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資料1－5クラスの係や生徒会などの委員になって活動したいと思いましたか（間4）  

183  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

思った  73   64   137   70   18   88   

（51．0）  （27．0）  （36．1）  （66．0）  （39，1）  （57．9）  

思わなかった  70   173   ズ2（1）＝  36   28   ズ2（1）＝  

22．37＊＊         9．53＊＊  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （．100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊醸p＜肌，＊p＜．05  

資料1－6 学校に行くのがいやになることがありましたか（間6）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

あった  57   135   192   65   40   105   

（39．9）  （57．0）  （50．5）  （61．3）  （87．0）  （69．1）  

なかった  86   102   ズ2（1）＝  41   6   
ズ2（1）＝  

10．44＊＊         9．87＊＊  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊pく01，＊p＜．05  

資料1－7 学校で節度のある生活ができていましたか（問8）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

できていた  107   17   124   89   90   

（74．8）  （7．2）  （32．6）  （84．0）  （2．2）  （59．6）  

できていなかった  36   220   ズ2（1）＝  17   44   
ズ2（1）＝  

185．68＊＊  

合  計   143   237   380  106   45   151  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 榊pく01，＊pく05  

資料1－8 友だちとの伸ば良かったと思いますか（間9）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

仰がよかった  137   202   339   95   40   135   

（95．8）  （85．2）  （89．2）  （89．6）  （87．0）  （88．8）  

よくなかった  6   35   ズ2（1）＝  6   ズ2（1）＝  

10．36＊＊         0．23  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊pく01，拳p＜．05   
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資料1－9 授業以外で先生と「もっと会話がしたいな」と思いましたか（問11）  

184  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

思った  27   82   109   28   18   46   

（18．9）  （34．6）  （28．7）  （26．4）  （39．1）  （30．3）  

思わなかった  116   155   ズ2（1）＝  78   28   ズ2（1）＝  

10．77＊＊         2．46  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊p＜．01，＊p＜．05  

資料1－10 中学に通っていたころ，イライラすることが多かったですか（間13）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

あった  103   184   287   82   40   122   

（72．0）  （78．0）  （75．7）  （77．4）  （87．0）  （80．3）  

なかった  40   52   ズ2（1）＝  24   6   ズ2（1）＝  

1．71  1．87  

合  計   143   236   379  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊pく01，＊p＜．05  

資料1－11中学に通っていたころ，ねむい・だるいと感じていましたか（間15）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

感じていた  118   192   310   94   43   137   

（82．5）  （81．0）  （81．6）  （88．7）  （93．5）  （90．1）  

感じていなかった  25   45   ズ2（1）＝  12   3   ズ2（1）＝  

0．13  0．83  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊pく01，＊pく05  

資料1－12 あなたは1日3回の朝・昼・晩の食事をとっていましたか（問16）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

とっていた  133   64   197   92   5   97   

（93．0）  （27．0）  （51．8）  （86．8）  （10．9）  （63．8）  

とらなかった  10   173   ズ2（1）＝  14   41   ズ2（1）＝  

155．62＊＊         80．08頼  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 叫p＜．01，＊pく05   
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資料1－13●家庭では規則正しい生活ができていたと思いますか（間18）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

できていた  91   27   118   63   5   68   

（63．6）  （11．4）  （31．1）  （59．4）  （．10．9）  （44．7）  

できていなかった  52   210   ズ2（1）＝  43   41   
ズ2（1）＝  

113．70榊         30．60＊＊  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊pく01，＊p＜．05  

資料1－14 あなたは家の人から生活上の注意をよく受けましたか（間19）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

受けた  110   192   302   88   35   123   

（76．9）  （81．4）  （79．7）  （83．0）  （76．1）  （80．9）  

受けなかった  33   44   ズ2（1）＝  18   
ズ2（1）＝  

1．08  1．00  

合  計   143   236   379  106   46  152  
（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊p＜．01，＊pく05  

資料1－15 あなたは家族の人と話し合いをよくした方ですか（間20）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

話し合いをした  103   125   228   77   19   96   

（72．0）  （5乙7）  （60．0）  （72．6）  （41．3）  （63．2）  

話し合いを  40   112   ズ2（1）＝  29   27   
しなかった   

ズ2（1）＝  

13．82＊＊         13．54＊＊  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊pく01，＊p＜．05   

資料1－16 家族同士で「おはよう・おやすみなさい」などのあいさつをしていましたか（間21）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

あいさつをした  112   95   207   84   21   105   

（78．3）  （40．1）  （54．5）  （79．2）  （45．7）  （69．1）  

あいさつを  31   142   22   25   
ズ2（1）＝  ズ2（1）＝ 52．58輌         16．95＊＊                     173       47  したしなかった  （21．7）  （59．9）  （45．5）   （20．8）  （54．3）  （30．9）   

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊p＜．01，＊pく05   
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資料1」17 あなたは家事の手伝いをしていましたか（間22）  

186  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

していた  93   133   226   80   27   107   

（65．0）  （56．1）  （59．5）  （75．5）  （58．7）  （70．4）  

しなかった  50   104   ズ2（1）＝  26   19   ズ2（1）＝  

2．94  4．33＊  

合  計   143   237   380  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊pく01，＊pく05  

資料1一柑 あなたは学校から帰宅した後，読書をしていましたか（間24）  

男子   女子   計   検定結果   

していた  75   9   84   

（31．6）   （19．6）   （29．7）  

しなかった  162   37   199  

（68．4）   （80．4）   （70．3）   
ズ2（1）＝2．69  

合  計   237   46   283  

（100．0）   （100．0）   （101．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊p＜．01，＊p＜．05  

資料1－19 友だちから「間違ったこと」を誘われたら，断ることができましたか（間12）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

できた  106   37   143   93   9  102   

（74．1）  （15．6）  （37．6）  （87．7）  （20．5）  （68．0）  

できなかった  37   200   ズ2（1）＝  13   35   ズ2（1）＝  

130．11＊＊         64．68＊＊  

合  計   143   237   380  106   44   150  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊p＜．01，＊pく05  

資料1－20「出会い系サイト」や「薬物（シンナー類など）」などが危険であることを  
知っていましたか（間17）  

男子  女子  

中学生  El対象者  計  検定結果  中学生  El対象者  計  検定結果   

知っていた  132   204   336   103   38   141   

（92．3）  （86．4）  （88．7）  （97．2）  （82．6）  （92．8）  

知らなかった  32   ズ2（1）＝  3   8   ズ2（1）＝  

3．05  10．13拳＊  

合  計   143   236   379  106   46   152  

（100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）  （100．0）   

注1（）内は，構成比である。 注2 ＊＊p＜．01，＊p＜．05   
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